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1) ロシア語初版l1.1. Py6J問，(0叩'pltUno m回 p山手 cmoa.uocma Map1CCa) Moclma， 1923 r 
英語版1.1. Rubin， Essays on Marx's Theory of Value. Detroit， 1972 独語版1.1. Rubin. 
Studien zur Marxschen We吋theorie，F:rankfurt， 1973 仏語版 h~ak 1. Rubine， Essau sur 
la theorie de la valeuγde Marx， Pari5， 1978 なお米川紀生「労働と価値に関するイ・ル
ヒンの見解についてJ，一橋論議』第51巻弟5号I 1969年5月，荒又重雄 「抽象的人間労働と
社会的労働」北海道大学『経済学研究』第22巻第3号， 1972年11月，西日直次郎 IL1 ルー ピ
ンの価値論J 大阪市立大学『経済学年報』第38~， 1978年2月， 同「マルクλ価値論の発生論
的方法J大阪市立大学『経済学雑誌J第80巻第1号， 1979年5月を参照。
2) 1868年1月8日付エンゲルス宛書簡， I商品が使用価値と吏換価値との二重物 Doppelteだと
すれば，商品で呈示される封働も二重の性格 diein der Ware dargestellte Arbeit Doppelcha-
rakterをもっていなければならない，という簡単な ζと これこそは， じつに，批判的な見
解の秘密町全部なのだJCMarx-Engels Werke， Bd. 32. S. 11)， との他1867年8月27日付エン
ゲルス宛書簡 (MEW"Bd， 31， S.326)も参照。

























¥、"K副 uma./la“K.MapffCa))， MocKBa， 1961 r. (副島種典・宇高基輔訳『資本論註解(1) 青木
害賠I 1962年， 118-119頁〉。なお原著戦前版(1931年〉ではルー ピンとポグダー ノフへの折衷主
義的「批判」が見られる(直井武弐・淡徳三郎訳『資本論註解(1)1改造社， 1933年， 148-160頁)，
4) 以下現行版 (K.Marx. Das Kapital， Bd. 1， Marx-Engels Werke. Bd. 23)は MEW.版原
典頁のみ本文中に (S.56)りように記す。大月害庖 ME全集版の訳文を基本にしたが，従って
いない箇所もある。ー と原語は引用者による強調と挿入， 0 0。は原典の強調。
第4・5号
労働のいかなる位相に関わって使用されているかを，第一部より吟味しておき
たい。周知のようにこれはかつて zwieschlachtig の訳語問題，また doppelt
との区別引が諭手の的になったのだが，さしあた旬「労働の二重性j に関わる
部分につき，次のような用例がえられる。
「商品~~長去さ:h急労働の土童在 Doppelcharakter der 
第141巻(288) 86 
den m 用伊UA
Waren dargestellten Arbeitj (S.56) C仏語版では Doublecaract色redu tra-
vail presente par la marchandiseJ 
「長初から商品はわれわれにたいしてニ面的なもの





























白体への意味付与は当たらないと白見岬もありえよう。仏語版 (K.Marx. Le Catital. Livre 1. 
Tradllction de J. Roy， Paris， 1872-75， Chronologie et avertissement par L. Auhusser， Paris. 
1969)ではともに doubleとされているだけだからである。さしあたり見回石介再のいわれる
ように， doppeltを三重な，目Nieschlachtigを二面的田三種的なと僻してよいだろう [r資本
論の方法ム弘文書1:， 1!:l6:!年， 73市頁]。 ところで仏語版では佳者り原意を強調するときのみ，





























































性 Zwieschlachtigkeitに上高のである ーJ(S. 351) 
値価由実体としての拍車白人鳥時働に関する一考察 (291) 89 
2 マノレグλによる二重性の位相
以上A~Oの15例のなかで二重住として規定されたものはI A， E， F， G， H， 











第三節商品で表示される労働D二重性....，，1 A I B. C. D 
第三節価値形態または交換価値 ........1 E. F 
第四節商品り物神性とその秘密 ー 1 G. H. 1 
第三章交換過程 ・ー ..1 J 
第三章貨幣または商品流通
第一節価値D尺度 ー ー .1 K 
第二節流通手段 ・・・・....・.... ・1 L 
第三篇絶対的剰余価値目生産
第六章不変資本と可変資本..............・ "'''1 I M. N 
第四篇相対的剰余価値目生産






の この概念については，向井公敏 r~資本論」冒頭商品再考J (1.2)~同苦社商学』第37巷第5
6号，第四巻第l号， 1986年 3.6月をみられたい。
90 (292) 第 141巻第4'5号
その節題にも拘らず，第三節の叙述ではいずれも二面性が用いられているの
に，第三節以降この用例はなく，すべて二重性が使用されている。きてEとF









































・ー・・.. 0 0 0 
ものとして表わすためには，商品はその形態を二重に verdoppln しなければ
ならないJ"(lA.， 5. 20) と強調きれているからである。








7) 以下初版(K.Marx， Das KaPital， Hd. 1， Erste Auflage， Verlag von Otto Meissner， Hi:¥ffi 
burg， 1867， Neudr.. Hildesheim， 1980.)は江夏美千施訳 [W初版資本論』幻腔社書庖1983年1を
基本とい Meissner版原典頁を (1A.， S. 20)のように記す。乙の箇所は，岡崎次郎認可国民文
庫版『資本論第1巻初版J1976年1では「三重物」と訳されており，原意が盟主されてしまう。

















































「二面的作用 doppelseitigeWir kungJ (S. 216)が「結果の二面性J(5. 211) 
に帰結することを，分析した箇所である。すなわち〈生きた労働〉は，具休的
、する論理次元の下での同一事態に他ならず，そもそも価値の生産価格への転形というアポリア自
体成立しえない。第三点については UlrichKrGuse， Geld und abstrakte Arbeit， Frankfurt， 1979 
〈高須賀義博監訳『貨幣と抽象的皆同』三和書房19四年l.および植村博恭「く労働の還元〉と抽



























schaffenden SubstanzJ (8. 595)に他ならなし、。(価値を形成する実体〉とは，
ブノレジョワ社会の表層における単純流通に属する仮象'"にすぎなかったことが，
10) すなわち的資本の労働に対する指揮権， b)剰余哲働を強いる強制関侃 c)生産手段の他人の労
働力を阻収する干段への転化である (S.328-329)。































13) 析永韮，W資本論』冒頭の価値実体規定について」福島大学『商学論集』第52巻第2号， 1983 
年11月， 190-191頁。 この概告は氏の論考におっている。あわせて同氏「価値形態の発展と抽象
的人間労働JW金融経済』第引l号， 1985年4月， 59-611l:をみられたL、。
96 (298) 第 141巻第4・5号

























































15) <.11博「価値論の 基本問題J~一橋論叢』第81巷第 6 号， 1979年6月.88頁。


























関係を「第三のもの」べ還元し f第7パラグラフ]， I共通な社会的実体J(S 

























現メカニズムである。ゆえに等号の両辺は， I不可分な契機J(8. 63) ではあ
るが役割の異なった「対立する両端，すなわち両極」であって，価値実体抽出







。0000 00 00 .00 
分に等しいものと Lての・他の一商品である上着に，関係させ 自分に他の
商品を品晶2tZ事晶子五 ζ とによって， 白井喜品f量EC4Z占嘉ti品品3ι。





















波書眉， 1957年， 57-59J{，武田信照『価値形態と貨幣』梓出阪社， 1982年， 186-188頁，にもと
づき訂正した。なお『資本論』言者ヴアリア γ トについても，武田，同書，第3章をみよロ































態が経済的細胞形態なのであるJ(l A.， S.vii， ME帆.S. 12) と。その点 G.Deleplace， 































価値の実体としてD抽象的人同労働に関する 考察 (305) 103 
V おわりに
小論では紙幅の関係上，単純な価値形態の・相対的価値形態の内実，等佃形






























(1986. 12. 26.) 
